
第11回復習用問題 2020.4.5

問題1. 次の連立方程式をクラーメルの公式と掃き出し法の2通りの方法で解きなさい。

2𝑥 + 3𝑦 − 𝑧 = 5

4𝑥 + 4𝑦 − 3𝑧 = 3

−2𝑥 + 3𝑦 − 𝑧 = 1

𝑥 + 2𝑦 − 2𝑧 = 3

𝑥 − 𝑦 + 3𝑧 = 4

2𝑥 + 3𝑦 − 5𝑧 = 1

(1)

(2)



問題2. 次の行列式を計算しなさい。

2 -2 4 2

2 -1 6 3

3 -2 12 12

-1 3 -4 4

(2)

(1) 2 − 𝜆 3 −1
2 1 − 𝜆 1
1 −1 4 − 𝜆

(3)



問題3. 非平衡三相回路の計算には"対称座標法"をが利用されることが多い。

これは、a相～ｃ相までの電圧と電流を正相分、逆相分、零相分の和と考えるもので

下式で表すことができる。

ただし、αはベクトルオペレータと呼ばれ、 で表す𝛼 = 𝑒𝑗
2𝜋
3 = cos

2𝜋

3
+ 𝑗 sin

2𝜋

3

ことのできる複素数である。

一方、拡大係数行列 を行基本変形による掃き出し法で と変形𝐴 𝐸 𝐸 𝐵

することで、Aの逆行列はBとして求めることができる。

上記の計算方法を利用して、 の逆行列 を求めなさい。𝐴 𝐴−1




